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「
全
国
短
歌
大
会
」
を
た
ど
っ
て

　

こ
の
夏
も
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
台
風
と
列
島
は
災
害
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
の
お
見
舞
い
と
一
日
も
早

い
復
興
を
魚
沼
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
当
館
全
国
短
歌
大
会
は
今
年
で
二
十
五
回
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
節
目
の
年
に
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
企
画
展
の

テ
ー
マ
を
「
宮
柊
二
記
念
館
、
平
成
の
あ
ゆ
み
」
と
し
、
短

歌
大
会
で
選
者
を
お
務
め
い
た
だ
い
た
歌
人
が
大
会
に
寄
せ

た
歌
を
中
心
に
関
連
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
追
う
と
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
応
募
作
品
が
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
、
と
り
わ
け
小
・
中
・
高
校
生
の
伸
び
が

目
を
引
き
、
近
年
は
応
募
数
の
増
と
共
に
東
北
か
ら
九
州
、

海
外
に
ま
で
及
ぶ
な
ど
名
実
共
に
「
全
国
」
の
名
に
恥
じ
な

い
ま
で
に
成
長
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
の
関
係
各
位
の
ご
努
力
と
応
募
い
た
だ
い
た
皆
様

に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
、
今
回
の
企
画
展
で
は
前
半
（
一

〜
十
二
回
）
を
十
月
末
ま
で
、
後
半
（
十
三
〜
二
十
四
回
）

に
つ
い
て
は
十
一
月
か
ら
紹
介
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
開
館
当
日
、
平
成
四
年
十
一
月
二
十
三
日
に

出
席
い
た
だ
い
た
コ
ス
モ
ス
歌
人
が
「
開
館
を
祝
う
会
」
に

お
い
て
詠
ま
れ
た
歌
や
ス
ナ
ッ
プ
な
ど
当
時
を
彷
彿
さ
せ
て

く
れ
る
資
料
も
初
め
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

伝
統
あ
る
「
堀
之
内
十
五
夜
ま
つ
り
」
の
民
謡
流
し
で
は
、

今
年
も
宮
柊
二
作
詞
「
堀
之
内
小
唄
」
に
あ
わ
せ
、
大
勢
の

皆
さ
ん
が
本
町
通
に
繰
り
出
し
、
ま
つ
り
の
締
め
を
飾
り
ま

し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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　第一展示室中央のショ
ーケースには、記念館開
館の際にコスモス歌人た
ちが寄せた直筆色紙が展
示されています。コスモ
ス歌人が宮柊二とその記
念館への想いを綴った短
歌です。

展示資料から

　
平
成
四
年
に
開
館
し
た
宮
柊
二
記
念
館
は
、
ま
さ
に
「
平
成
」
と
と
も
に
歩
ん

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
企
画
展
で
は
メ
イ
ン
事
業
で
あ
る
「
全
国
短
歌
大
会
」
に

焦
点
を
あ
て
、
記
念
館
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ま
で
選
者
を
お

務
め
い
た
だ
い
た
歌
人
が
、
大
会
に
寄
せ
た
歌
の
ほ
か
、
開
館
当
日
に
詠
ま
れ
た

歌
や
写
真
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

「
宮
柊
二
記
念
館
、平
成
の
あ
ゆ
み
」展

〜
短
歌
大
会
を
中
心
と
し
て
〜

　

堀
之
内
町
制
七
十
周
年
記
念
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
平
成
七
年
に
第
一
回
宮
柊
二

記
念
館
短
歌
大
会
が
実
施
さ
れ
、
十
一
月

に
は
堀
之
内
公
民
館
で
表
彰
式
を
開
催
し

ま
し
た
。
第
一
回
の
選
者
は
馬
場
あ
き
子

氏（
か
り
ん
）、中
山
礼
治
氏（
コ
ス
モ
ス
）、

高
野
公
彦
氏
（
コ
ス
モ
ス
）
が
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
応
募
数
は
一
般
の

部
が
二
、六
四
四
首
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
が

三
一
二
首
で
し
た
。

　

第
二
回
の
応
募
数
は
一
般
の
部
が
一
、

六
一
二
首
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
が
三
二
三
首

と
、
こ
の
頃
の
短
歌
大
会
で
は
、
ジ
ュ
ニ

ア
よ
り
も
一
般
か
ら
の
応
募
が
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
三
回
は
二
月
の
雪
中
花
水
祝
の
時

期
に
合
わ
せ
て
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
第
三
回
の
応
募
数
は
一
般
の
部
一
、

一
三
二
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
六
五
三
首
と
な

り
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の
応
募
が
増
え
始
め

ま
し
た
。

　

第
四
回
は
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の
応
募
数
が

一
、〇
〇
〇
首
を
超
え
て
、
学
校
で
の
短

歌
指
導
の
取
り
組
み
も
増
え
て
き
た
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
選
者

は
、
奥
村
晃
作
氏
（
コ
ス
モ
ス
）、
武
田

弘
之
氏
（
コ
ス
モ
ス
）、河
野
裕
子
氏
（
塔
）

が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
二
年
四
月
に
は
宮
柊
二
記
念
館

に
、
第
三
代
館
長
と
し
て
平
澤
憲
一
氏
が

就
任
し
、
記
念
館
内
で
の
短
歌
教
室
も
こ

の
頃
始
ま
り
ま
し
た
。
短
歌
教
室
の
添
削

講
師
は
、
岡
崎
康
行
先
生
が
当
時
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
務
め
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

宮
先
生

　
　
ほ
ほ
ゑ
み
い
ま
す

　
　
　
　
お
顔
み
ゆ

　
天
神
ば
や
し
の

　
　
に
ぎ
は
ひ
の
な
か

ま
ほ
ろ
し
の
宮

柊
二
き
て
　
何
か
い

ふ
天
神
ば
や
し

こ
ゑ
揃
ふ
中

第
四
回
短
歌
大
会
〜

第
六
回
短
歌
大
会
の
頃

第
一
回
短
歌
大
会
〜

第
三
回
短
歌
大
会
の
頃

オープニングセレモニーの様子

関口福衛 氏田谷 鋭 氏

コスモス歌人の
直筆色紙
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短
歌
大
会
と
私

　

五
月
二
十
五
日
に
、「
宮
柊
二
記
念

館
、
平
成
の
あ
ゆ
み
」
展
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
市
長
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
歌
人
の
岡
崎
康
行
先
生

か
ら
「
短
歌
大
会
と
私
」
と
題
し
、
記

念
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

岡
崎
先
生
か
ら
は
、
短
歌
大
会
を
通

じ
て
知
り
合
っ
た
台
湾
の
方
と
の
交
流

な
ど
の
お
話
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
「
宮
柊
二
記
念
館
、
平
成
の
あ
ゆ
み
」

展
は
、
十
一
月
に
展
示
替
え
を
し
て
、

令
和
二
年
三
月
末
ま
で
開
催
す
る
予
定

で
す
。
ま
だ
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
な
い

方
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

オープニングセレモニーより

記念講演中の岡崎康行先生

　

柊
二
没
後
十
五
周
年
記
念
と
し
て
開
催

し
た
第
七
回
短
歌
大
会
は
選
者
に
岡
野
弘

彦
氏
（
心
の
花
）、宮
英
子
氏
（
コ
ス
モ
ス
）

を
お
迎
え
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
記
念
館
は
創
立
十
周
年
を
迎

え
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
歌
碑
の
建

立
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
十
一
回
短
歌
大
会
か
ら
は
、
表
彰
式

の
舞
台
を
小
出
郷
文
化
会
館
に
移
し
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
選
者
は
雨
宮
雅
子

氏
（
雅
歌
）
と
狩
野
一
男
氏
（
コ
ス
モ
ス
）

の
お
二
人
が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
応
募
歌

数
は
一
般
の
部
一
、一
六
七
、
ジ
ュ
ニ
ア

の
部
が
六
、七
五
二
首
で
合
計
の
応
募
歌

は
七
、九
一
九
首
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
十
二
回
短
歌
大
会
は
、
柊
二
没
後

二
十
周
年
に
あ
た
り
「
全
国
」
の
冠
を
付

し
て
宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会
と
改

称
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
テ
レ
ビ
等
で
短
歌
が
取
り
上

げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
、
短
歌
ブ
ー
ム
の

中
で
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の
応
募
は
さ
ら
に
増

え
て
い
き
ま
す
。

第
七
回
短
歌
大
会
〜

第
九
回
短
歌
大
会
の
頃

第
十
回
短
歌
大
会
〜

第
十
二
回
短
歌
大
会
の
頃

●
選
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
短
歌
　
※
抜
粋

【
第
１
回
短
歌
大
会
】

　

薔
薇
の
色
蜜
蜂
の
た
め
に
明
る
し
と
夕
や
み
に
き
け
ば
幸
ひ
ふ
か
し�

馬
場
あ
き
子�

　

か
し
の
幹
を
う
す
く
広
ご
り
絶
え
ま
な
く
伝
は
る
水
は
重
し
思
想
よ
り�

中
山　

礼
治

　

母
亡
く
て
石
臼
ひ
く
く
う
た
ひ
を
り
と
う
ほ
ろ
ほ
ほ
う
と
う
ほ
ろ
ほ
い
や�

高
野　

公
彦

【
第
２
回
短
歌
大
会
】

　

過
去
と
な
る
二
十
世
紀
に
臨
界
の
核
犠
牲
者
が
あ
を
く
と
も
れ
り�

柏
崎　

驍
二

【
第
４
回
短
歌
大
会
】

　

色
々
の
工
夫
の
花
火
見
た
け
れ
ど
打
上
げ
花
火
は
ま
ん
丸
が
い
い�

奥
村　

晃
作

　

魚
野
川
流
る
る
水
の
遠
霞
み
空
へ
つ
づ
け
り
亡
き
師
よ
い
づ
こ�

武
田　

弘
之

【
第
５
回
短
歌
大
会
】

　

し
ゆ
わ
し
ゆ
わ
と
馬
が
尾
を
振
る
う
ま
と
し
て
在
る
寂
し
さ
に
耐
ふ
る
如
く
に�

杜
澤
光
一
郎�

【
第
７
回
短
歌
大
会
】

　

会
ふ
と
い
ふ
愛
し
き
も
の
を
草
に
あ
ふ
書
に
会
ふ
ま
し
て
人
に
し
あ
ふ
は�

宮　
　

英
子�

【
第
９
回
短
歌
大
会
】

　

あ
し
た
降
る
雪
の
ご
と
く
に
た
ま
し
ひ
の
精
霊
蜻
蛉
さ
ら
さ
ら
と
舞
ふ�

影
山　

一
男�

【
第
11
回
短
歌
大
会
】

　

髪
梳
け
る
ち
か
ら
こ
も
り
て
ひ
た
ふ
る
に
春
の
う
し
ほ
を
ひ
き
し
ぼ
る
な
り�

雨
宮　

雅
子�

【
第
12
回
全
国
短
歌
大
会
】　

　

し
ろ
た
へ
の
大
き
牡
丹
に
面
を
埋
む
一
生
な
か
ば
の
禊
の
ご
と
く�
森
重
香
代
子

歴代選者から寄せられた短歌
〜直筆色紙を記念館に展示しています〜
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　１９５６年、愛知県名古屋市
生まれ。早稲田大学在学中
に作歌を始める。１９７８年「コ
スモス」入会（現在、選者・
編集委員）。同人誌「桟橋」
にて奥村晃作さん、高野公
彦さんらに学び、さらに同人誌「COCOON（コ
クーン）」にて後輩の若い歌人たちから刺激を
受ける。
　産経歌壇、中日歌壇選者、短歌甲子園（全国
高校生短歌大会）特別審査員、高校生万葉短歌
バトル判者など。歌集に『希望』（若山牧水賞）、
『憂春』（迢空賞）、『泥と青葉』(斎藤茂吉短歌
文学賞）、『馬上』（芸術選奨文部科学大臣賞）、
『六六魚』（詩歌文学館賞）など。
　歌書に『和歌で楽しむ源氏物語』など。
　２０１７年秋、紫綬褒章。

　１９５８年、愛媛県松山市生
まれ。１９７８年、「かりん」
入会と同時に作歌開始。現
在、「かりん」編集人。現
代歌人協会理事。ＮＨＫ学
園「短歌友の会」選者。
　歌集『ラビュリントスの日々』（現代歌人協
会賞）、『ジャックの種子』（寺山修司短歌賞）、『ア
メリカ』（若山牧水賞）、『望楼の春』（迢空賞）、
『亀のピカソ』（小野市詩歌文学賞）、『古酒騒乱』
など１１冊。歌書『斎藤茂吉から塚本邦雄へ』（日
本歌人クラブ評論賞）、『ここからはじめる短歌
入門』など。
　東大卒。工学博士。現在、東京大学情報理工
学系研究科教授。著書『知っておきたい情報
社会の安全知識』、『ＩＴが守る、ＩＴを守る
−天災・人災と情報技術−』など。

第
二
十
五
回
宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会

今
年
も
応
募
総
数
は
一
万
千
首
を
超
え
ま
し
た

　

今
回
で
二
十
五
回
と
な
る
短
歌
大
会
は

十
一
月
十
六
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
応
募
状
況
は
、
一
般
の
部
で
九
五
四

首
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
、
一
万
首
を
超
え

る
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

例
年
ど
お
り
、
県
内
外
の
各
学
校
か
ら

熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
に
つ
い
て
も
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

選
歌
を
お
願
い
し
ま
し
た
坂
井
修
一
先

生
と
小
島
ゆ
か
り
先
生
に
は
大
変
な
難
儀

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
ジ
ュ
ニ
ア

の
部
を
中
心
に
作
品
数
が
多
く
な
り
、
若

い
感
性
の
良
い
作
品
が
増
え
て
い
る
こ
と

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
の
部
も
九
〇
〇
首
を
超
え

る
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
年
度
以

降
に
つ
き
ま
し
て
も
、
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
は
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
た

国
民
文
化
祭
、
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化

祭
の
応
援
事
業
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

県
内
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
一

助
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

短歌大会　選者ご紹介

小
こ

島
じ ま

ゆかり さん 坂
さ か

井
い

修
しゅういち

一 さん

短歌大会　応募状況

区　分 応募作品数

一 般 の 部 954首

ジュニアの部 10,416首

（ 小 学 生 ） 2,090首

（ 中 学 生 ） 4,108首

（ 高 校 生 ） 4,218首

総　　計 11,370首

●
第
二
十
五
回
短
歌
大
会
一
般
の
部　
上
位
入
賞
作
品

【
一
般
の
部
】

　
最
優
秀
賞

　
　

雪
国
の
駅
の
立
ち
食
い
一
本
の
う
ど
ん
吸
う
子
の
頬
の
赤
さ
よ�

近
藤　

千
壽

　
選
者
賞
（
坂
井
修
一 

選
）

　
　

飛
べ
ず
と
も
サ
ギ
サ
ウ
つ
ば
さ
ひ
ろ
ぐ
る
を
Ａ
Ｉ
た
ち
は
き
つ
と
知
ら
な
い�

臼
井　
　

均

　
選
者
賞
（
小
島
ゆ
か
り 

選
）

　
　

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
一
音
欠
け
し
フ
ァ
の
音
の
黴
の
匂
ひ
も
遺
品
と
な
り
ぬ�

山
崎
と
し
子
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令和元年度 前期事業
　年度の前半が終わって秋の深まるなか、今年度
これまでの事業を振り返ってみました。その一部
をご紹介いたします。

　６月１９日、今年も魚沼市立堀之内小学校３年生の児童
が社会科見学のために来館しました。　　　
　小島館長が宮柊二や記念館について、パソコンを使っ
て解説しました。子ども達からは故郷の先輩についての
様々な質問が飛び交っていました。

　７月２１日、当館運営委員でもある田宮朋子先生をお迎
えし「『小紺珠』をめぐって」と題して講演をしていた
だきました。短歌大会入選者の台湾の方との話を交えな
がら終戦の頃の『小紺珠』をめぐる様々な話をしていた
だきました。

　８月２０日、ジュニア短歌教室を開催しました。
　今年も記念館を飛び出して守門公民館で開催しました。
　夏休みの宿題や自由研究の課題として、短歌作りに親
しんでいただきました。子ども達が作った短歌の中には、
大人顔負けの力作や子どもの感性をいかしたほのぼのと
した作品も見受けられました。そして、参加者から短歌
大会の入賞者も出ています。

　６月２９日〜８月１８日、当館エントランスを利用して山
本勝三郎遺作展を開催しました。魚沼絵手紙倶楽部など
で活躍された故・山本勝三郎さんの絵手紙などの作品を
展示しました。
　独特の味わいのある作品の数々で、大勢の方から鑑賞
いただきました。

　市内の堀之内小学校（８月３０日、９月２日）、堀之内
中学校（７月１８日）、小出高校（７月２２日、２４日）で短
歌教室出前講座を開催しました。小中学校は記念館で開
催している短歌教室の教室生より講師として協力いただ
き、子ども達に短歌の作り方を教えていました。また、
小出高校の出前講座は、昨年に引き続き歌人の田宮朋子
先生から講師を務めていただきました。

　９月７日〜９月２３日、当館エントランスで坂西徹朗版
画展を開催しました。
　今回の版画展は、「ぜんぶ駒ヶ岳」と題し、堀之内在
住の坂西徹朗さんの駒ヶ岳に関する版画作品を展示しま
した。
　坂西さんの描く山々の力強さが印象的でした。

堀之内小学校社会科見学来館

宮柊二講座講演会 市内小中高校短歌教室出前講座

ジュニア短歌教室

山本勝三郎遺作展

坂西徹朗版画展
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　宮柊二記念館開館の際に、宮英子さんから記念館に寄せられた色紙で
す。平成４年１１月２３日、堀之内公民館などで宮柊二記念館開館記念式典、
祝賀会が行われました。当日出席したコスモス歌人は祝賀会の席で、開
館を祝うと共にこれをよろこんだ短歌を色紙に残しています。

宮柊二記念館収蔵資料紹介　№５１

宮 

英
子  

色
紙

（
第
一
展
示
室
展
示
中
）

宮柊二記念館だより　　第51号
発　行　2019．12．20
問合せ　宮柊二記念館（〒949-7413　新潟県魚沼市堀之内117-6）　　TEL･FAX　０２５−７９４−３８００
　　　　メール　miya-museum@city.uonuma.niigata.jp� ホームページ　http://www.city.uonuma.niigata.jp/miyashuji

　

宮
柊
二
記
念
館
で
は
、
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
年
会
費
は
１
，
０
０
０

円
で
す
。

　

く
わ
し
い
こ
と
は
、
宮
柊
二
記
念
館

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
友
の
会
」
か
ら
の
お
知
ら
せ 奥村晃作 氏

　

宮
柊
二
記
念
館
で
は
、
令
和
二
年
一
月

十
九
日
㈰
に
短
歌
セ
ミ
ナ
ー
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
歌
人
の
奥
村
晃
作
先
生
か
ら

「
日
中
戦
争
と
宮
柊
二
（『
山
西
省
』
を
中

心
に
）」
と
題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

す
。
奥
村
先
生
は
、
こ
れ
ま
で
に
コ
ス
モ

ス
選
者
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
第
四
回
短

歌
大
会
で
は
選
者
を
務
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
大
勢
の
方
か
ら
お

越
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

短
歌
セ
ミ
ナ
ー
講
演
会

を
開
催
し
ま
す


